
第３回 三 朝 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第６日）

平成22年３月15日（月曜日）

議事日程

平成22年３月15日 午前10時開議

（質 議）

日程第１ 議案第４号 平成22年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成22年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成22年度三朝町老人保健特別会計予算

日程第４ 議案第７号 平成22年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成22年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第６ 議案第９号 平成22年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成22年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第８ 議案第11号 平成22年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成22年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成22年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第11 議案第14号 平成22年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算

日程第12 議案第15号 平成22年度三朝町財産区特別会計予算

日程第13 議案第16号 平成22年度三朝町水道事業会計予算

日程第14 議案第17号 平成22年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第15 議案第18号 三朝町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について

日程第16 議案第19号 三朝町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第17 議案第20号 三朝町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部改

正について

日程第18 議案第21号 三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例及び三朝町

国民宿舎事業管理者の給与の特例に関する条例の廃止について

日程第19 議案第22号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について

日程第20 議案第23号 三朝町職員の給与に関する条例等の一部改正について
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日程第21 議案第24号 三朝町職員の育児休業等に関する条例等の一部改正について

日程第22 議案第25号 三朝町条例の地番の表記の整理等に関する条例の設定について

日程第23 議案第26号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第24 議案第27号 三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について

日程第25 議案第28号 三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について

日程第26 議案第29号 三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について

日程第27 議案第30号 財産の取得について（中津局移動通信用無線設備）

日程第28 議案第31号 財産の取得について（俵原局移動通信用無線設備）

日程第29 議案第32号 定住自立圏形成協定の締結について

日程第30 議案第33号 鳥取中部ふるさと広域連合規約を変更する協議について

日程第31 議案第34号 町道路線の認定について

日程第32 議案第35号 町道路線の変更について

日程第33 議案第36号 平成21年度三朝町一般会計補正予算（第９号）

日程第34 議案第37号 平成21年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第35 議案第38号 平成21年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第２号）

日程第36 議案第39号 平成21年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

日程第37 議案第40号 平成21年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第38 議案第41号 平成21年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第39 議案第42号 平成21年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）

日程第40 議案第43号 平成21年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第41 議案第44号 平成21年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）

日程第42 議案第45号 平成21年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）

本日の会議に付した事件

（質 議）

日程第１ 議案第４号 平成22年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成22年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成22年度三朝町老人保健特別会計予算

日程第４ 議案第７号 平成22年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成22年度三朝町介護保険事業特別会計予算
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日程第６ 議案第９号 平成22年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成22年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第８ 議案第11号 平成22年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成22年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成22年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第11 議案第14号 平成22年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算

日程第12 議案第15号 平成22年度三朝町財産区特別会計予算

日程第13 議案第16号 平成22年度三朝町水道事業会計予算

日程第14 議案第17号 平成22年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第15 議案第18号 三朝町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について

日程第16 議案第19号 三朝町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第17 議案第20号 三朝町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部改

正について

日程第18 議案第21号 三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例及び三朝町

国民宿舎事業管理者の給与の特例に関する条例の廃止について

日程第19 議案第22号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について

日程第20 議案第23号 三朝町職員の給与に関する条例等の一部改正について

日程第21 議案第24号 三朝町職員の育児休業等に関する条例等の一部改正について

日程第22 議案第25号 三朝町条例の地番の表記の整理等に関する条例の設定について

日程第23 議案第26号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第24 議案第27号 三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について

日程第25 議案第28号 三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について

日程第26 議案第29号 三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について

日程第27 議案第30号 財産の取得について（中津局移動通信用無線設備）

日程第28 議案第31号 財産の取得について（俵原局移動通信用無線設備）

日程第29 議案第32号 定住自立圏形成協定の締結について

日程第30 議案第33号 鳥取中部ふるさと広域連合規約を変更する協議について

日程第31 議案第34号 町道路線の認定について

日程第32 議案第35号 町道路線の変更について
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日程第33 議案第36号 平成21年度三朝町一般会計補正予算（第９号）

日程第34 議案第37号 平成21年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第35 議案第38号 平成21年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第２号）

日程第36 議案第39号 平成21年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

日程第37 議案第40号 平成21年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第38 議案第41号 平成21年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第39 議案第42号 平成21年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）

日程第40 議案第43号 平成21年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第41 議案第44号 平成21年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）

日程第42 議案第45号 平成21年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）

出席議員（12名）

１番 清 水 成 眞 ２番 藤 井 克 孝

３番 吉 田 文 夫 ４番 福 田 茂 樹

５番 遠 藤 勝太郎 ６番 平 井 満 博

７番 松 村 修 ８番 横 木 文 雄

９番 知久馬 二三子 10番 山 田 道 治

11番 杉 原 憲 靖 12番 牧 田 武 文

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 遠 藤 英 臣 主幹 山 中 恵 子

説明のため出席した者の職氏名

町長 吉 田 秀 光 会計管理者 大 坂 公 孝

総務課長 高 見 昌 利 財務課長 石 井 秀 己

税務課長 松 原 茂 隆 町民課長 真 嶋 峰 和

農 林 課 長 兼
山 根 猛 昭 企画観光課長 米 田 功

農業委員会事務局長
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健康福祉課長 朝 倉 聡 建設水道課長 岩 山 靖 尚

総務課参事 平 井 文 彦 教育委員会委員長 山 本 邦 彦

教育総務課長 布 廣 覚 生涯学習課長 田 栗 幸 人

農業委員会会長 安 藤 雅 啓 代表監査委員 和 泉 澤 吉

国民宿舎事業管理者 知久馬 孝 紀

午前９時５５分開議

○議長（牧田 武文君） おはようございます。

ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を

開きます。

本日届け出のあった欠席者は、議員、当局ともございません。以上、報告いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

⋞ ⋞

日程第１ 議案第４号 から 日程第４２ 議案第４５号

○議長（牧田 武文君） お諮りいたします。議事の進行上、この際日程を変更して、日程第１か

ら日程第４２までの４２件の議案を一括議題といたしたいと思います。これに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、この際日程を変更して日程第１から日

程第４２まで、すなわち議案第４号から議案第４５号までの４２件の議案を一括議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。

質疑は、議事の進行上１件ごとに議案の順を追ってすることといたします。

議案第４号、平成２２年度三朝町一般会計予算について、本案に対する質疑は第１条の歳入歳

出予算から行います。

まず、歳出の１款議会費から２款総務費までの３０ページから４１ページまで、質疑ありませ

んか。

平井議員。

○議員（６番 平井 満博君） ３５ページ、地域自立活動支援資金９００万が上がっております

けども、６地域の中でこれ活用しとって、１地域１５０万という交付金になってますけども、基
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本的には消化型の予算になりやすい部分があるんで、その活動に対する地域差というか、そうい

う部分の中でやっぱり一律の１５０万でなくして、何か変わった形の運用の仕方が今後なされな

いかということをちょっとお聞きします。

○議長（牧田 武文君） 高見総務課長。

○総務課長（高見 昌利君） 地域自主活動支援交付金ということで、１地域当たり１５０万とい

うことで交付をいたしております。地域協議会がそれぞれ地域で立ち上がって、約３年を経過し

たところでございます。

このたびの予算の編成に当たりまして、いろいろと地域の協議会の代表者と議論をしてまいり

ました。一応、御指摘のように一律１５０万は消化型ではないかというふうな意見も聞かれると

ころではございますが、一応まだ３年ということで、それぞれの地域がそれぞれの特色を出そう

というふうな取り組みをやっておられます。そういうふうな活動の中で、一応本年度は従来と同

様の一律１５０万というふうな考え方で交付することを予定いたしました。

ただ、次年度以降それぞれの活動も含めて議論をした中で、その一律１５０万というふうな一

律の交付というものについては見直しを、常にそういう考え方で対応していきたいというふうに

思っておりますが、現段階ではまだ年限が浅いというふうなこともございまして、一応１５０万

という一律交付を予定をさせていただいたというふうなことでございますので、御理解いただき

たいと思います。

○議長（牧田 武文君） ６番、平井議員。

○議員（６番 平井 満博君） やっぱり本当に地域の自立という部分で積極的に動くようになれ

ば、この１５０万の交付金では活動できない部分がありますんで、今後そういった考え方、交付

というか、予算要求型みたいな形の自立支援資金の方に検討をいただければと思っておりますの

で、そこらを言って終わります。

○議長（牧田 武文君） 答弁はいいですか。

○議員（６番 平井 満博君） いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

９番、知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） ３４ページの自治振興交付金ですけれども、これは予算説明資

料の２４ページですけども、この中の詳しいことをちょっと教えてほしいです。私自身が振興交

付金の要綱というのを大変不勉強でして、その辺のことを詳しく教えていただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 高見総務課長。
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○総務課長（高見 昌利君） 以前は区長手当というふうな形で、それぞれの区長さんに交付をい

たしておったわけでございます。平成１７年のあたりから、そういうふうな交付につきましては

改善していくというふうな考え方で、自治振興交付金というふうな名称に変えて要綱を定めて運

用を行ってきたところでございます。

算定の根拠としましては、総額の２分の１額を均等割、残りの２分の１を世帯割というふうな

形で交付をする額の算定をやっております。均等割につきましては５万４，０００円、それから

世帯割につきましては１戸当たり１，４００円というふうな算定基礎をもって交付の額を定めて

おります。

昨年から交付の方法について組みかえをさせていただきました。集落に交付をするというふう

な考え方に立った中で、３つの方法、いわゆる交付の内容について定めを変えさせていただきま

した。１つは協議調整活動にかかわる費用、それから２つ目は町依頼文書等の配付にかかわる費

用、それからその他良好な地域社会にかかわる活動というふうな３つのくくりで集落で受けてい

ただいて、区長さんの活動として充てていただく部分はそれぞれ決めていただいてやっていると

いうふうな方法に変えたところでございます。

本年も昨年と同様の額を予定をいたしておりまして、２年目になりますので、そのあたりはそ

れぞれ区の方で取り扱いについてはそういうふうな形で扱っていただけるだろうというふうに考

えておりますので、そういうふうな制度も含めて少し変更させていただいたというふうな取り扱

いでございますので、よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（９番 知久馬二三子君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） ３３ページだと思いますけども、ラマルーへの交流派遣事業、こ

れ２０周年を迎えて非常に大事な事業だと位置づけがなされていると思うんですけども、説明に

よれば半分の補助しかないというようなこと、どなたが行かれても本当に大事な事業という位置

づけならば半額と言わないで満額出してあげたらどうでしょうかという質問なんですけど。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 確かにそういうことも検討いたしましたけれど、過去の実績に

こだわるわけじゃないんですけれど、基本的には１０周年のときにもいろんな参加していただけ

る方に、大変出費があるかとは思いますけれど半分は何とか負担していただいたというような経
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過もあったようでございまして、２０周年についても同じようないわゆる仕組みで何とか今年度

もそういったことでお願いできないでしょうかということで、２分の１という補助ということで

計画をさせていただいたということでございますので、よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） 山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） かつてそうだからといって、じゃ今回本当に重要かどうかちゅう、

本当に要る部分ならもう全額でも出してあげられて、本当に日仏の交流を深められるべきではな

いかなと思いますけどね。かつてそうだったから今回もと。もしかしてこれもう後ろめたいよう

な中身があるわけじゃないだろうから、きちっと町が代表して行くんだということであれば別に

過去の事例にこだわられなくてもいいと思いますけども、この２分の１の根拠は何だったんです

かね、改めて聞きますけど。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 根拠というのは特にはないんですけれど、先ほど言いましたよ

うに過去の事例というものをそのまま活用させていただいたということでございます。

ちなみに、１人当たり大体４０万円程度かかったなというような試算をしておりますけども、

その２分の１というようなことで今考えております。

○議長（牧田 武文君） 山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） 数字はいいですけども、最後３回目ですから、もうこれはぜひ満

額出してあげるべきだということを申し上げて質問を終わります。

○議長（牧田 武文君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（牧田 武文君） そういたしますと、質疑を終結し、進行いたします。

次に、３款民生費から４款衛生費まで、４１ページから５０ページまで、質疑ありませんか。

杉原議員。

○議員（11番 杉原 憲靖君） ４９ページ、女性特有のがん検診の推進事業１０７万上がってい

ます。説明資料の１０９ページ。説明資料の方で、がん対策基本法に基づき子宮がん、乳がん検

診の受診率向上を目指すため、５歳刻みの年齢の者にクーポン券と検診手帳を配付するという事

業でございますが、これ５歳刻みというこの年齢の具体的な中身の話についてお伺いいたします。

○議長（牧田 武文君） 朝倉健康福祉課長。

○健康福祉課長（朝倉 聡君） まず、子宮がん検診につきましては５歳刻み、２０歳を初めと

しまして２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳までということでございます。
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それから、乳がん検診につきましては４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳という５歳刻

みの年齢の方に無料クーポン券を配付して、乳がん検診なり子宮がん検診を受診していただくと

いう事業でございます。

○議長（牧田 武文君） 杉原議員。

○議員（11番 杉原 憲靖君） 特に子宮頸がんの病気については、予防することによって大方の

このがんにかからないというそういったいろんなデータも出ております。要するに唯一予防によ

って、ワクチン投与によって治るがんだというそういったことも言われておりますので、特にや

っぱり検診のためのクーポン券という内容だろうと思いますけども、もう少しやっぱり国保会計

全体のそういう観点から立つと、やっぱりワクチンの投与、予防の接種のここまでやっぱり事業

を進めていかないと、単に検診だけのあれではなかなか基本的に方向的には進まないのではない

かなという感じもしますので、特に各自治体のそういった報道もなされておりますが、やっぱり

もう少し年齢層を下げて、下げるといいますか、要するに中学、高校、こういった年齢のところ

から予防のことを始めることの方がむしろもっと効果が多いんだというそういったデータも出て

ますので、果たして２０歳からのあれが基本的にいいのかどうか、もう少し若年層からそういっ

た予防に対する意識等、そういう事業展開をされた方が効果がむしろ大きいのではないか。こう

いうふうに思いますし、単に検診だけのあれにおさまっているところに町の一つの事業としては

厳しい問題もあるかな。そういう目で今後展開していただきたいと思いますが、ちょっとコメン

トありましたら町長お願いいたします。

○議長（牧田 武文君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 予算の編成の段階で、保健師の意見も相当伺いました。保健師の意見で

は、小学校６年生という具体的な年齢層を示して、その段階で対処するということが最大の効果

を上げることにつながるという専門職としての意見をいただいているところです。

このあたりにつきましては、今後教育の観点も含めながら十分検討を加えていかないといけな

いということで、今回予算を低年齢層に至るところまでということへの踏み切りをようしなかっ

た状況がございます。したがいまして、今、杉原議員の御意見を踏まえて、さらに検討を加えて

いかねばいけないと思うところでございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

ほかに。

１番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 議長、何点かあるんですが、全部言いますか。それとも１件ずつ。
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○議長（牧田 武文君） 一つずつです。

○議員（１番 清水 成眞君） ４２ページ、下の方の段ですが、中部ふるさと連合負担金（障害

程度区分認定審査会）３７万円。大体毎年８０万円ぐらい予算がついていたと思うんですが、半

額以下になった理由を教えていただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 朝倉健康福祉課長。

○健康福祉課長（朝倉 聡君） ちょっと今回答を持ち合わせておりませんので、後日回答させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） １番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） その下の段の障害者ホームヘルプサービス事業８３０万円、ホー

ムヘルパーを派遣して入浴、排せつ、食事、洗濯などを行うということですけども、去年もあっ

たんですが、これはどこかに委託してされるということですか。

○議長（牧田 武文君） 朝倉健康福祉課長。

○健康福祉課長（朝倉 聡君） そういうことでございます。倉吉市の楽というサービス事業所

もありますし、それから敬仁会というか、倉吉病院系統のサービス事業所もございますし、いろ

いろまちまちでございます。

○議長（牧田 武文君） 清水成眞議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 昨年度、新規事業を始められた事業の中で、障害者グループホー

ム等夜間世話人配置事業、それと身体障害者グループホーム支援事業という２つの事業が新規事

業であったんですが、１年間でやめられたというこの事業はなぜやめられたんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 朝倉課長。

○健康福祉課長（朝倉 聡君） 昨年事業を実施をしようと思われていた事業者が、諸般の事情

で昨年は実施をされなかったということでございます。それで今年度も今のところは事業計画が

ないということでございますので、当初予算は計上しませんでした。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 次に行きます。４５ページの中ほど、地域子育て支援センター事

業費２１４万３，０００円ですが、予算説明資料は７８ページですけれども、全く昨年と同じ、

一字一句変わらない事業なんですけども、昨年度７３万円ほど、今年度は２１４万円、同じ事業

なのに２倍以上の予算がつけられているというのはどういうことでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 真嶋町民課長。

○町民課長（真嶋 峰和君） 昨年度まで、教育委員会の生涯課と事業を抱き合わせの形でやって
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おりました。ことしにつきましては、これを一つに、一括という表現が正しいかどうかわかりま

せんけど、生涯課の部分を一つにして町民課で持つということと、それから相談日を２回から３

回にふやして支援するという形で、予算を一本化したということでございます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 事業内容は全く一緒ですよね。事業内容は一緒かということをお

聞きしてるんですけど。

○議長（牧田 武文君） 真嶋町民課長。

○町民課長（真嶋 峰和君） 事業内容につきましては同じです。ただ、相談日の回数をふやした

ということであります。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 最後になりますが、相談日を１回ふやしただけで１３０万以上の

増額になるわけですか。

○議長（牧田 武文君） 真嶋町民課長。

○町民課長（真嶋 峰和君） 相談員を２名ふやして予算の増額になっております。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。今のはもう終わりですよ。

○議員（１番 清水 成眞君） はい、次に行きます。

４６ページでございます。子ども手当給付費１億１，５００万円。給付方法は決まってますで

しょうか、支給方法。

○議長（牧田 武文君） 真嶋町民課長。

○町民課長（真嶋 峰和君） 基本的には口座振り込みということで、支給方法といいますとそう

いうことでよろしいでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） じゃすべての保護者の方に口座をお聞きして、その口座にすべて

お振り込みをするということですか。

○議長（牧田 武文君） 真嶋課長。

○町民課長（真嶋 峰和君） そういうことになると思います。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） そういたしますと、質疑を終結し、進行いたします。

次に、６款農林水産業費、５０ページから５６ページまで、質疑ありませんか。
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１番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） ５１ページの農業振興費、農業振興事務費の中で、予算説明資料

は１１２ページですけども、農業振興審議会員が５名になっておりますね。８名だったと思うん

ですが、審議会を５名にされたというのはどういう経過がありますでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 三朝町産業振興審議会の委員さんの委嘱を平

成２１年の４月から平成２４年度３月まで委嘱をいたしておるところでございまして、その中の

農林部会ということで５名の方を委嘱させていただいたということでございます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 昨年度は８名だったんですよね。それを５名にされたということ

を聞いておるんですけども。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） ２１年度の人数につきましては、８名という

のが以前の人数であったのを６名にせないけんところを８名挙げとったということだということ

でございます。

○議員（１番 清水 成眞君） ６名。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） ５名でございます、済みません。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 最後になりますけど、５名にしなきゃいけなかったのが８名にな

っていたということで、今回きちんとした委員数にされたということでよろしいですか。

○議長（牧田 武文君） 山根課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） そういうふうに思うですけど、ちょっと今資

料がないので、実際の詳しい資料をちょっと精査しまして御答弁申し上げますので、御了解いた

だきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） グリーンサービスへ補助金が……（「詳細載ってます」と呼ぶ者

あり）５００万円でございますが、中山間地域と個別と集落ということでございます。大幅に増

額になっておりますが、これはどういうような経過で。
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○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） グリーンサービスにつきましては、設立当初

から町の補助金を５００万という基本の形で進ませていただいておるということでございますが、

議員おっしゃいましたように昨年度までにつきましては直接支払いの個別協定ということでグリ

ーンサービスが約１６０万円程度ですか、個別協定を中山間地域の交付金でいただいておったの

で、その部分を差し引いた額を補助金という形で支出しておりました。

今年度につきましては、５００万の補助金を計上させていただいておりますのは、その個別の

協定はグリーンサービスはもうしないと、集落の協定に入ると。集落の協定の中で集落との取り

組みを一緒にしていただいて、グリーンサービス自体も集落の営農にかかわっていただくという

ふうな思いで、集落の協定に入っていただくということで個別の集落協定はしないということに

したことによりまして５００万の補助金としたいということでございます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 次に行きます。

５２ページでございます。おいしい三朝米生産農家育成事業補助金２２５万円、特別栽培米の

１俵当たりが１，０００円の補助をするということでございますが、特別栽培米だけに絞られた

理由と、私としては農家ではありませんのでよくわかりませんけども、すべての栽培米に対して

奨励金を出すということにはなぜならなかったのかと思いますが。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 本来、言われますように米をつくっておられ

る農家の所得の補償という観点からしますと、つくっておられる方に何らかの助成をするという

ことがいいというふうには思いますけども、三朝米というそのもの自体をブランド化しようとい

う基本的な発想もございまして、レベルを上げると申しましょうか、より高く売れるもの、品質

のよいものをつくっていただくという思いがもともとございまして、そのために全体の底上げを

するためにまずは取り組めるところ、県の認証をしております特別栽培米というものに取り組ん

で、そこのところを応援させてもらうことによりまして全体の皆様がそこを参考にしながら特別

栽培米をつくっていただくことも一つでございますけども、そうではない方につきましてもそう

いう取り組みの中で全体の底上げができればというふうな思いで、このたびは今年度新しい事業

として特別栽培米に取り組まれる方につきまして助成をしようと、そういうふうに考えたところ

でございます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。
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○議員（１番 清水 成眞君） そうしますと、言うなれば底上げをする。２２５万円の分でござ

いますが、これパーセンテージで言えば今の底上げ率は幾らぐらいになりますか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 現在の予算で見込んでおりますのは、約３０

ヘクタールでの特別栽培米というものを見込んでおりまして、ちょっと全体の中では作付されて

おります今回の割り当てでは町内は３４４ヘクタールの作付の予定になっておりますので、ちょ

っと１０％を切るというふうな形の数量を考えておるところでございます。

○議員（１番 清水 成眞君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） もういいですか。

○議員（１番 清水 成眞君） 次の。

○議長（牧田 武文君） １番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） ５５ページでございます。中ほど、森林整備地域活動支援補助金

２，５００万円。大幅に、昨年度事業は１，５００万円程度の予算でされておられたんですが、

これは１，０００万円以上の増額をされたということは何か事業的にはありますか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 従来の支援の補助金につきましては、境界の

明確化でございますとか作業道などの修繕など等々含めてヘクタール当たり５，０００円という

補助金の額でございました。今回２，５００万円という増額になりましたのは、新たに山林にお

けますところの災害の確認でありますとかそういうふうな現地の状況の確認を新たにすることに

よりまして、国の方からヘクタール当たり１万円という新たな補助金が出るということでござい

まして、これの部分につきまして約１００ヘクタール程度の数量を見込みまして、こういう額を

計上させていただいておるところでございます。

済みません、この事業については２年間の事業でございまして、平成２１年度と２２年度とい

うことでございます。

○議員（１番 清水 成眞君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（１番 清水 成眞君） はい。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） 先ほどと同じことなんですけども、２点あります、２点の最初の
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方の。おいしい三朝米生産に対して１，０００円の奨励金を出すと。これは単年度の補助金なの

かということと、それから米づくりだけに特化されて、その後のつくったものをどうやって市場

に持っていくかという観点がちょっと抜けとるような気がしますけども、そこの取り組みはなさ

れないのか。

それから、補助金というよりも助成金の方が近いんじゃないかと思いますけども、答えてくだ

さい。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 議員が御指摘のように、米に対するつくられ

た方への助成ということでございますけども、販売の方につきましては以前から町長も申し上げ

ておりますけど、堺米穀さんというところに販売しておるということがございまして、米穀組合

の皆様方も独自にいろいろなことをされとるというところもございまして、基本的に今考えてお

りますのは農協の方で今そういう組織をしておりますけども、そこでつくったものをまずはそこ

に売って評価を得たいというふうなところで考えておるところでございます。

○議長（牧田 武文君） 山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） 一般質問にもありましたように、やっぱりそういうルートではな

かなか数字が上がってこないと思います。それでもしもＪＡさんが堺さんの方に高く売れるなら

ば、この１，０００円の補助は要らないはずなんで、もうちょっとその市場形成という点を検討

されてもいいかなというように思いますけども。

それから、もう一個、単年度の補助金なのかどうかもあわせて。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 補助金の単年度かどうかという御質問につき

ましては単年度というふうには考えておりませんで、複数年、とりあえず２年かまたは３年、今

年度の状況を見まして、その辺のところはまた御相談させてもらいたいというふうに考えており

ますけども、ことし１年というふうには考えておりません。

それから、流通の話ですけども、一般質問にもいろいろございました。流通のことも考えてい

かないけんということは非常に感じておるところでございますけども、現状におきましてはリス

ク等もございますので、農協の方で高値で売れるようなことの方策をしていただくようなことの

取り組みを強めていきたいというふうに考えておるところでございまして、それは三朝米のブラ

ンド化支援事業の３年計画の２年目でございますけども、その中に農協も入っておることでござ

いますので、その辺のところの中で一緒に何とか高い値段で売れるような、農家の方に還元する

－１５－



ような話も含めて話もさせてもらっとるところでございますので、そういう取り組みをしていき

たいというふうに思います。

○議長（牧田 武文君） 山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） ５１ページです。二十世紀ナシのブランド化、ブランドになって

るものをもっとブランド化していこうということでこれはいいですけども、その説明資料の説明

がよくわからんのでちょっと解説してもらえませんかね。１１６ページのブランド化事業の補助

金の事業内容のところで、出荷を味が乗ったしゅんの時期に誘導しって、これ栽培か何かをおく

らされるとか、出荷時期、選果場というのは恐らく一定の期間になってるんですが、それを延ば

したりとかそういうことをされるということですかね。ちょっと意味がよくわからんです。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 二十世紀ナシにつきましては、出荷の時期が

値段の高いときにといいますか、集中する傾向にありまして、完熟ナシという取り組みをやって

おりまして、ある程度、ここにも書いてありますけど味の乗ったというか、早目にとって出すち

ゅうわけじゃなくって、ある程度糖度の乗った多少時期をずらして遅くなったものを出していこ

うというふうな考え方の補助金でございまして、そういう選果場のある時期の遅い方に誘導しよ

うというためのものでございます。

○議長（牧田 武文君） 山田議員。

○議員（10番 山田 道治君） よくわからんですけども、選果場の締め切り時期をずらすという

ことですか。それとも独自で市場をつくっていくという、そこだけ。ちょっとそこがよくわから

んで。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 選果場で出荷するのは出荷するですけども、

やっぱり平準化されてずっと出荷されるわけじゃないです。ある時期にピークが来て出荷される

ということがございまして、そのピークの時期というのは今その時期が集中しておりますのと、

それ以降にもっとうれたナシを売っていこうというふうな取り組みをしたい、そういうことでご

ざいます。ピークをちょっとずらして、もっと糖度の高いものを売りましょうというふうな発想

でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（10番 山田 道治君） よくわからんけど、いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

次に、７款商工費から８款土木費まで、５７ページから６２ページまで、質疑ありませんか。

知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） ５８ページです。それから予算説明資料は６８ページですけど

も、ふるさと健康むらの管理委託費が３５０万ほど出てますけど、これは委託費ですけども、大

体にふるさと健康むらの織物工房とか陶芸、それから物産展ですね、年間の大体利用者というか、

その入ってくる人数というのはどのくらいあるもんでしょうか。あそこへ時々行ってみますけど

も、ほとんどあきあきみたいな状態ですしね、それと織物の方につきましては別枠でなっとると

いうようなことも聞きますし、その辺の状況をお聞かせ願いたいと思います。もう少しやっぱり

利用者があっていいと思うですけども、その対策等についてもどういうふうに考えておられるか

お願いします。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 済みません、利用人数につきまして、ちょっとまた後ほど調べ

て報告をさせていただきたいというふうに思います。

織物工房の方につきましては、あそこにはまたそこの織物をやっておられる方がそこに入られ

て、それで利用料を払われて織物をやっておられるということでございまして、直接観光協会の

方が運営をしとるというものではございません。

なお、人数につきましては、また後ほど報告させていただきたいというふうに思います。

○議長（牧田 武文君） 知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） それと、聞くところによりますといろんな宣伝活動にしまして

も織物工房は何か抜けられとるというようなこともありましてね、一体になった場所ですし、そ

の辺をもう少ししっかりと宣伝活動されたらいいでないかなと思うんです。そのあたりがどのよ

うに考えておられるかということをもう一度。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 先ほど言いましたように、織物工房の方につきましては別の団

体でやっておられるということで、特に観光協会として織物工房について特別そういった情報発

信というのがちょっとおくれているのかなというふうに思っています。一体的な体験型の施設で

ございますので、再度またちょっと、その辺のところがどういったやり方をやっているのか私も

把握しておりませんので、陶芸と並んだところでございますので、同じような体験ということで

－１７－



再度そういった情報発信をするようなことを観光協会の方にも指導してまいりたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） そのことについては、やっぱり同じ場所にあるものですしね、

一体になったものだと思うんですよ。中身はどうあろうとも、その辺の宣伝というのは一体にな

ってほしいです。

それと、もう一つには焼き物ですけれども、うわさによりますと何か焼き物が高くて売れない

というような話も聞きますし、その辺の芸術品ですから私自身はそれはわかりませんけども、や

はりもう少し消費できるような形で取り組まれたらどんなかなということを思うんですけども、

町長さん、その辺を一つお願いします。

○議長（牧田 武文君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 焼き物の世界につきましては、私が今さら申し上げるまでもなくそれぞ

れ長い歴史と伝統を積み重ねてきておられるというふうに思っております。現在、健康むらで焼

き物の製作、さらには指導を行っていただいております津村鳥水さんは、山口県の萩で焼き物を

勉強され、本町の要請によって帰ってこられて健康むらでああした立場で指導、さらには製作を

行っておられます。したがいまして、それぞれの製作された作品に値段がつけられておるわけで

ありますが、その値段について、これが適切、これがどうだという評価についてはなかなか私ど

もではしがたい部分があるというふうに思っています。

なお、津村さんの作品については、非常に高い評価を受けているというふうに承っておるとこ

ろでありまして、なお一層津村さんの作品が世にさらに高名をはせていくように願うところでご

ざいます。御理解をいただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） ５９ページの公園管理費についてですけども、説明資料では４

７ページですが、今、公衆便所等はどのくらいあるかなということをお聞きしたいですし、その

維持管理しているというのはどこどこにあるかということを聞きたいです。

それと、このごろ公衆便所というのはどこに行ってもきれいな公衆便所ですけども、三朝町の

場合は何か余りそれこそ洋式の分ですと保温してないようなのもありますし、そこら辺あたりを

どういうふうに考えられるかということ、利用者の気持ちになったものでトイレもつくってもら

いたいなという思いがありますので、よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。
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○財務課長（石井 秀己君） 公衆トイレの箇所数ですけども、今、何カ所あるかと言われまして

もちょっと資料を持ってきておりませんのでお答えができませんけども、ここらあたりでいきま

すと牧の桜づつみでありますとかやなせ公園の渓泉閣の前ですとか三朝の恋谷橋のあたり、それ

から三徳山から小鹿渓、そういったようなところにあるものでございますけども、この管理につ

きましてはシルバー人材センターの方に委託を出しておりまして、それぞれ管理してもらってい

るところ、それから三徳山のウオーキングセンターですか、ああいったところの分について一部

地元の方に管理をお願いしているところもございます。総体的に見て回りますといいますか、確

認して回るのはシルバー人材センターの方にお願いしているところです。

それから、言ってみればウオッシュレット的なようなそういったトイレですとか冬期間の温か

い便座というようなこともあると思いますけども、そういったこと、一応露天といいますか、な

かなか目の届きにくいところでございますし、管理的にも難しい面もあろうかと思います。そう

いった要望等がございますれば検討はしてみたいと思いますけども、なかなかすべて２４時間管

理しとるわけにはなりませんので、一応そういったことがちょっと難しいのかなというふうには

感じています。

○議長（牧田 武文君） 知久馬議員。

○議員（９番 知久馬二三子君） せめて観光地、三朝地区ですか、例えば図書館にあるところの

トイレとか今言われました三朝の中にあるトイレとかというのは、もう少し整備はなされていい

ではないかなという思いがします。

それから、大体にどの箇所にあるか、一覧表でもいいですから、その辺、管理されているとこ

ろを教えてほしいと思いますけども、よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 観光地の部分のトイレにつきましては、何かそういう観光マップみ

たいなところで表現したらというようには考えてみたいと思います。

それから、特に三朝地内の２カ所ありますけども、そこの部分については観光協会の方にも管

理委託をお願いして掃除しているところもあります。それから恋谷橋のところについては、区の

方の要望もあったりした関係上、一応今責任がどちらにあるかということがちょっと話題になっ

ておりますけども、当初は三朝区が管理するというようなこともあった経過がございますので、

なかなか行政がすべてするということは難しいと思います。やはり地元の方の御協力をいただき

ながらしていきたいと考えております。

○議長（牧田 武文君） ほかに。
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１番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） ２点あります。５７ページの中ほどよりちょっと上に当たります

が、荒廃公有財産管理業務１８４万円でございます。これは緊急雇用創出事業ということで予算

化されておりますが、予算説明資料は６３ページです。昨年まで５名で雇用されておられました

よね。３名になって、緊急雇用の人たちを２名減らされておられます。３名になっているんです

が、その経過と、それと５名のときよりも３名になって昨年度より倍額以上の増額と。人数が減

っとるのに予算は増額されておられますが、事業内容は全く一緒で人数は減ったにもかかわらず

増額ということになっておりますが、これはどういうことでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 申しわけございません。取りまとめは企画課の方でやっており

まして、３名というふうにしておりますが、この３名といいますのは６カ月未満が一つのサイク

ルになっておりまして、計画では６カ月以上ということで更新も含めてというようなことを担当

課の方は考えているようでございまして、それで結局３名がいわゆる２回ということになりまし

て、トータル的には６名というふうになります。

したがいまして、人数といたしましてはちょっとこの資料の３名というのが違っていたという

ことで、６名ということで訂正をお願いをしたいというふうに思います。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） １番、清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 訂正はわかりましたが、昨年はじゃ５名で６カ月をされたという

ことでしょうかね。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 昨年の数値、ちょっと持ち合わせておりませんのでわかりませんで

すけども、この荒廃公有財産の管理委託といいますのは、町が持っております公有地の草刈りで

すとかそういった施設管理等についてでございますけども、実質的には年間通すと３人ぐらいで

済むということで計画いたしております。基本的には、これもシルバー人材センターの方にお願

いして雇用してやってもらうということで、実際ならこの人が何人でやっとるというものじゃな

くて、３人程度で回していってもらうというような形でここに上げさせてもらっております。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 私が聞いとるのは、２１年度は５名でこの事業をされたのかどう

かを聞いております。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。
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○財務課長（石井 秀己君） 延べでいきますと、５名程度になると思います。先ほど企画観光課

長が答弁しましたですけども、人数的には年間を通すと３名程度になると思います。

期間でいきますとそういう形になりますけども、５名の方を新たに雇用したというような形に

なります。その月数が年間通してなのか何カ月なのかは別としまして、そういうことです。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） ３回目で最後になりますが、５名をされたということで、じゃ５

名の予算は９２万円ですよね。ことし６名で１８０万円になりますよね。倍額以上になってしま

ってるんですが、ちょっとよくわからなかったんですけど、そこのところをちょっともう一度お

聞きできれば。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 済みません、この制度はその事業によって雇用日数というのが

変わってまいります。したがいまして、例えば５人でも雇用期間が例えば１カ月であれば少なく

て済みますし、去年の場合は多分、冬に向かっての期間的にちょっと少なかったと思いますので、

人数は５名であってもその雇用の日数が少ないということで、若干金額が去年の場合は下がっと

ったということだというふうに思います。

○議員（１番 清水 成眞君） じゃ次に行きます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） ５８ページ、一番上の温泉運営委員会委員報酬９万９，０００円

ですが、これは温泉運営委員会年間何回開かれて、どのような内容でされているのか。１１名に

なっていますが、何となくあんまり聞いたことのないような運営委員会なので、年間の大体の回

数と、２２年度何回ぐらい開かれてどういう内容でされるのかという。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 温泉運営委員会でございますが、これは特に三朝温泉街を中心

にいたしまして、今、自噴泉とかいろんな泉源を守るという観点から、新たな井戸を掘削される

とかそういったような事案が出たときに、その都度お集まりいただいて審議をしていただくとい

うことでございまして、常に定期的にこういった委員会を開催をしてやるということではござい

ません。そういったことで、多分２１年度は一度もそういった事案がなかったんで開催をしてい

なかったという実績があったというふうに思っています。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） じゃ一度も開催されてないのに、昨年度より３万３，０００円報
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酬を増額されておられますよね。そうでしたら昨年度と同じような６万６，０００円でいいので

はないかと思いますが、いかがですか。増額されたのは３万３，０００円増額されてますよね。

一度も開かれていない。ことし２２年度に何かそういう緊急的な事案があるということなんでし

ょうか。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 今回、議案第２２号で報酬の改正をお願いしとると思いますが、

その中で温泉運営委員さんも明確化して、それで報酬を確定させていただいたということで、今

までとは見直しを行ったということが単価の増額の原因でございます。

ただ、回数については、特別そういったものが今回あるかどうかはわかりませんけれど、そう

いった事案が出た場合は対応できるように、それだけの額は今回提案をさせていただいたという

ことでございます。

○議長（牧田 武文君） 清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） 最後になっちゃうですけど、増額をされたのは何ぼかわからんで

すけど、単純に計算すれば昨年度６万６，０００円、一人３，０００円ですよ。それが２回分と

して６万６，０００円だと思うんですよね。今回９万９，０００円出されたということは、多分

３，０００円を３回されるんじゃないかなという思いでされたんですけど、今、課長言われたの

は報酬を増額されたということを言われたので、報酬を増額するとこの金額になりますか。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） ちょっと時間を下さい。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

○議員（１番 清水 成眞君） 終わります。

○議長（牧田 武文君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） そういたしますと、質疑を終結いたします。

しばらく休憩をいたします。再開を１１時１５分といたします。

午前１１時０２分休憩

午前１１時１３分再開

○議長（牧田 武文君） そういたしますと再開いたします。

先ほど保留している答弁について回答があるそうですので、朝倉健康福祉課長。
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○健康福祉課長（朝倉 聡君） 先ほど清水議員から御質問のありました４２ページの中部ふる

さと広域連合負担金、障害程度区分審査会費が前年に比べておよそ半額になっておるというその

理由はどうしてかという御質問に対してお答えします。

障害の関係の区分認定制度が始まりましたのが、自立支援法が始まりました平成１８年の１０

月から始まりました。それでこの障害の区分認定の期間が３年間ということでございまして、１

８年の１０月から始まりましたので、２１年度というのがその変わり目の年ということで、たく

さんの区分認定が出たということで、多額の経費を計上しました。

それで来年度、２２年度につきましては、これが一区切りするということで数が減る見込みな

んですけども、別の方で旧法施設というのが順次新しい制度に変わってきますのでそれほど、具

体的に申し上げますと、２０年度ぐらいまではその数が落ちないだろうということで現在の数字

に落ちついておるということです。以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

○議員（１番 清水 成眞君） はい。

○議長（牧田 武文君） 次、石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 同じく清水議員の委員報酬の、特に温泉運営委員会ですか、そのこ

との報酬がどう変わっているかということでございますけども、先ほど企画観光課長が申しまし

たように議案第２２号で今回非常勤の者の報酬等の一部改正という形の条例を上げておりますけ

ども、従来条例で定めた委員の報酬は月額５，０００円を超えない範囲内で予算に町長が定める

額という形にしておりました。これまでの取り扱いが１時間１，０００円で大体２時間程度の時

間だろうということで、予算的にはですから２，０００円掛ける１１人で６万６，０００円とい

うようなことで予算ではしておりました。

この条例改正によりまして一日５，０００円、済みません、条例委員というものの定めをきち

っとしようということで、それぞれ消防審議会ですとか防災会委員ですとか、そういったものの

条例で定めている委員についてきちっと明示して金額を明確化にしようということで、日額５，

０００円で４時間以内にあっては３，０００円ということで、１，０００円の増額という形にな

りますけども、予算上ではそういう形で見ております。

３回も必要かということですけども、予算上構えをしておくということで３回分の３万３，０

００円が増額になっているということでございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。質問あったら。

○議員（１番 清水 成眞君） いいですか。

－２３－



○議長（牧田 武文君） いいですよ。

清水議員。

○議員（１番 清水 成眞君） じゃこの９万９，０００円の出された金額は、どのような形で９

万９，０００円を出されたんですか。５，０００円が１１名だったら５万５，０００円ですよね。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。

○企画観光課長（米田 功君） 先ほど財務課長が言いましたように、４時間以内は３，０００

円ということになりました。したがいまして４時間以内で３，０００円ですので、委員さん１１

名おられますので、それの３回ということで９万９，０００円ということになったということで

ございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

○議員（１番 清水 成眞君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長兼農業委員会事務局長（山根 猛昭君） 済みません、清水議員の御質問で、産業振興

審議会の委員の人数の件で御質問いただきました。

昨年度８名ということで計画してたという件につきまして、人数を間違えて８名ということで

昨年度の予算でお願いさせていただいとったいうことでございます。今年度につきましては、５

名ということでお願いしたいということでございます。大変どうも失礼いたしました。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

そういたしますと、次に９款消防費から１４款予備費まで、６２ページから７５ページまで、

質疑ありませんか。

遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ６３ページ、消防費、防災基盤整備事業ということで１，６００

万円上がっております。平成１７年度から２０年度まで、変革のための行動計画ということで、

組織機構の検討をということで消防は検討されておるというふうに思いますけども、今これを見

ますと、小型消防ポンプ、小型ポンプ積載車の更新、防火水槽とありますけれども、もう既に御

存じだと思いますけど、人口の減少とか集落単位で班が編成できないというような傾向の中にあ

って、再編とかというのを考えられた上でこういうのが上がってくるのか。去年も多分こういう

話、質問させてもらったと思うですけども、ただ更新の時期が来たけんかえるというような手法

ではいけんでないかということを言ったと思うですけど、何か検討されて変わったちゅうことが

あるですか。

－２４－



○議長（牧田 武文君） 平井総務課参事。

○総務課参事（平井 文彦君） この件に関してですけども、消防費、消防施設費ですけども、今、

遠藤議員が言われましたただ更新ということで買いかえるとかということはちゅう質問でござい

ますけども、相当年数来ておりまして、大瀬の積載車班、これが８７０万ほどかかります。それ

から山田の積載車ポンプ、これが１７０万。そういうようなことで、もう一つ、助谷に防火水槽

を設置を予定させてもらっとるちゅうことで、こういう大きな額になったものでございます。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ちょっと待って、検討されたかちゅう答弁がないだけど、検討し

ましたかということ。

○総務課参事（平井 文彦君） 遠藤議員の質問、再編の検討のことですか。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ああ。

○総務課参事（平井 文彦君） それにつきましては、２日目の平井議員に対する町長の答弁にも

ありましたんですけども、町は方面隊方式でやっとるということでございまして、広い面積も有

する、山林も広範囲だということで、温泉地も抱えておるちゅうことでございまして、消防団と

もいろいろ協議しながら、また消防審議会とも今後協議しながら、もう少し時間をいただきたい

と思います。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ４年もかかってるですよね、５年過ぎとるですよ、もう１７年か

ら２１年ですから５年。ほかのことについては既に回答して当たるというのに、何で消防だけが

できんかちゅうのがまず一つの問題点。

それから、言われとる方面隊どうこう、それは必要ですし、私は積載車どうこう、機動班につ

いては文句を言っておりません。小型ポンプについてどういうことを考えとるかちゅうことを言

っとるわけですよ。

それで言いたいことは、今、班にあっては団員が６人なりの人数だと思うですけども、常に町

内におって活動ができる状況ではない、認識されとるでしょうけども。町外におったりよそに行

っとったりとかね、名前だけおって実際に動くのは出初め式のときに動くか操法大会のときに動

くか、この２回ぐらいだと思うですよ。それも団員全部そろうちゅうことはない。もう断言して

あげますよ、ないって。そういう状態。それでこういうのは皆保障して、例えば一つの集落に動

ける者が３人しかおらん。それなら２つでも３つでも一緒にして、同じような地区で一つの班に

されたらどうですか、検討されたかということを言っとるわけですよ。何でこれをされんですか。
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山火事でも動かん班があったら一緒ですよ、実際に。答弁お願いします。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 議員おっしゃいますように三朝町自立に向けた改革のための行動

計画ということで、数年来継続継続ということで来ておりますけども、町長も答弁で言いました

ように消防組織の見直し、これについては今後取り組んでまいりたいと思います。よろしくお願

いします。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 消防だけ手放しというか、自由にちゅうことはあり得んと思うで

すわ。大きな予算ですから、消防関係の予算というのは。それで安心安全のためには必要、それ

はわかりますよ。ですけども、やっぱり簡素化と言やあ悪いけども２つを一つにするとか、班の

ことですよ、小さい班、機動班はいいですよ、機動班は構わん、置いといて、小型ポンプの場合

の話をしとるわけです。

それで担当課長が答弁できんかったら、町長も積極的にそういう決める気があるかないかちゅ

うのも聞きたいですよ。５年たってる、５年。ほかのところはもう既に済んどる状態。消防だけ

一回も手がつけられんちゅうのは何ですか、問題は。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 再三ずっと前からこのことは承知しておりましたし、人口の減少

で組めないちゅうこともこれから先大体わかってくると思います。町長のあれもありましたけど

も、いま一度協議する時間をいただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 町長の答弁は。

○議長（牧田 武文君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 消防の組織のあり方、ありよう、さらには町長の責任において消防団を

設置する、そういったことについては十分御理解をいただいていると思っています。

そうした中で、消防団員がそれぞれの村で極めて重要な村づくりの核になっていることも事実

であります。これは組織教育というものについて、今の青年教育の中でなかなか行われていない、

行えていないというのが実態であろうかというふうに思っております。消防の活動のみならず、

防災の活動のみならず、それぞれの村において消防団員が村づくりあるいは地域づくり、そうい

ったことに対しての組織的な動き、これはとても町の活性化、町づくりの上にとって極めて重要

というふうに思っているところであります。
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消防団が今の全体定数が適切であるかどうか、このあたりについては消防団の意見も十分聞い

て、消防審議会そのものに町長が答申をしていくという経緯の中で、今後どのような規模が本町

にとって適切であるか否か、そういったことについて協議を深めてまいりたいと思っております

ので、議員各位の御指導、御鞭撻もいただきたいと思います。

なお、温泉地消防につきましては、これは今回中部広域の中ではしご車の更新を行います。こ

のはしご車そのものが対応しなければならない施設というのは、倉吉市初め周辺４町の中で極め

て我が町の対象物件が多いという実態にもございます。２０数年間の中で、はしご車の出動とい

うのはわずかな回数そのものであるのに、これだけな巨費が１台かかるのかという論議もあるわ

けでありますが、万全を期すというのが消防に対する施設整備の考え方であろうかというふうに

思いますので、御理解をいただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

ほかに。

吉田議員。

○議員（３番 吉田 文夫君） やっと回りました。なかなか言う機会がなくて。

実は、６２ページの上から３行目になりますが、消防費の中より退職消防団員報償金というの

が組まれておりますね、４５０万。これはどのような制度をもって報償金が支払われているのか。

また、何人の方々に支払いの予定があるのかということを教えていただきたいですが。

○議長（牧田 武文君） 平井総務課参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 吉田議員が今おっしゃいますのは４５０万。

○議員（３番 吉田 文夫君） はい。

○総務課参事（平井 文彦君） これにつきましては、退職消防団員報償金ちゅうことで４月末で

任期が大体切れますけども、それについて退団される方の報償金、これまでの活動に報いるため

の報償金でございます。

○議員（３番 吉田 文夫君） これまでの、ちょっと制度はどういう制度。

○総務課参事（平井 文彦君） 根拠は先ほども言いかけたですけども、勤続年数５年以上という

ことで５年を区切って最後の役職、これによって支払いが変わるというようなことでございます。

それで、ちょっと後にさせていただけますでしょうか。済みません。

○議長（牧田 武文君） 吉田議員。

○議員（３番 吉田 文夫君） 役職って階級ですか、これは。

○総務課参事（平井 文彦君） そうです、階級です。
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○議員（３番 吉田 文夫君） 階級によってその制度は５年以上たって、階級によって報償金が

決められるということですね。

○総務課参事（平井 文彦君） そうです。

○議員（３番 吉田 文夫君） それで何人の方に支払う予定ですか、この金額は。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） ことしは１５人をとりあえず見込んでおります。年によって違い

ますけど、１５名予定させてもらっております。

○議長（牧田 武文君） 吉田議員。

○議員（３番 吉田 文夫君） わかりました。

詳しくは聞きませんが、今おっしゃられたとおりだと思うんだけども、これはもう個人個人で

は書いてないですね、一括に書いとるわけですね。細かくは書いてないですね。要するに階級、

年とかそういうのは段階があるわけですね。１５人ちゅう人数だけですね。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 済みません、予算のことですので私が説明させていただきます。

先ほど言いましたように、最高の階級それから年数、それによって定めておりますけども、こ

れは退職報償金条例というものがございましてそこに定めてございます。

それと４５０万ですけども、それにつきましては１５人予定しておるということでございます

けども、正確にまだだれがどうこう来るというものがございませんので、一応予定として１５人

程度で４５０万円の退職報償金を見ているということでございまして、明確にならだれがどうと

いうことは今の予算上ではまだわかっておりません。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

○議員（３番 吉田 文夫君） はい。

○議長（牧田 武文君） 次、福田議員。

○議員（４番 福田 茂樹君） 同じく消防費、トータルとして６４ページに地方債が７３０万円、

これ過疎債が使ってありますよね、唯一。過疎債２２年度から使えるようになったわけでありま

すけども、唯一この消防のとこだけに使ってある部分。じゃ具体的にどういう考え方でこの消防

費のどの部分にこの７３０万円が充てられているのかどうか。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 起債を充当したのは財政でございますので、御説明申し上げます。

従来までは過疎債ございませんでした。消防施設整備事業債という起債を充てておりました。
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今回、過疎の対象になるということで過疎債が使えるということがございましたので、一応今回

の予算の中身を検討しながら、今の段階でこれが充当できるでないかという形で７３０万上げて

おりますけども、これにつきましては先ほどの積載車、それから小型ポンプ、そういったものに

ついて充当するように予定しております。

○議長（牧田 武文君） 福田議員。

○議員（４番 福田 茂樹君） 執行部の中で検討されて、この過疎債を唯一消防に使われたとい

う部分がどうなのかなというのがちょっとひっかかるだけです、私は。ほかの部分でも、実際に

いろんな検討があるべき過疎債だと思っていますので。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 今回過疎の対象になったということで、過疎債が使えるということ

でございますけども、新しい過疎債についてどういうものに一体使えるかというのがまだ明確に

来ておりません。それで唯一、従来過疎を使っておりましたので、過疎債の対象となるのがこの

消防施設についてはなっておりましたので、これにとりあえずという言い方は悪いんですけども、

充当できるような費目としてこれが当たるんじゃないかということで、今回この過疎債を充当さ

せていただくということにしております。

もちろん過疎債につきましては、町長の提案説明にもありましたけども、過疎計画というもの

も一応定めながらの検討をしていかなければなりませんけども、一応今回の中で充てれるのがこ

れではないかなということで予算上では上げております。

○議長（牧田 武文君） 福田議員。

○議員（４番 福田 茂樹君） 非常にちょっと疑問に思ったもんですから、今回。今聞いたらポ

ンプ車等に充てるという部分がありましたけど、これはじっくり検討するべきものなのかなと、

過疎債を含めて、というふうに思っています。終わります。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ６９ページの文化財調査費の中の三仏寺本堂保存修理事業補助金

ということで上がっております。これが平成１９年度から県が５０％、町が６．２５％、事業者

が４３．７５％という負担割合で出てる予算だというふうに思いますが、１９年度が４５０万円、

２０年度が２８５万円、２１年度が３３０万円、ことしが１，７２５万円というふうに上がって

きております。この増額の原因というものをちょっとまず聞きたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。
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○教育総務課長（布廣 覚君） 増額の原因ということでございますけども、最初この事業につ

きましては先ほども言われましたように１９年度から５カ年を計画しておりました。１９年度は

４５０万円計画しておりましたが、その当時、１９年度の精算は３０５万４，０００円で終わっ

ております。それから２０年度は２８５万６，０００円、２１年度が３３０万２，０００円、そ

れから２２年度７２５万７，０００円を見込んでおります。当初５年間の計画でしたが、事業の

進捗等によりまして１年早く終えるような事業内容になりましたので、２２年で終わるようにし

たいと考えておるところでございます。

総額につきましては、当初１，６５０万を予定しておりました。今のところ、２２年度を含め

まして１，６４６万９，０００円ほど考えておるところでございます。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） この事業について、委員会で経過報告されたですか。やっぱり一

遍予算がついたけえ、割合も決まった。それでもうこの予算上げりゃ通るという問題ではない、

経過、変わった場合には経過報告の中において委員会で説明されるのが本当だと思うですけど、

されたですか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 委員会では詳細な経過報告はしてないと思っております。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 今後のこともありますけえちょっときつく言いますけども、やっ

ぱり５年間が４年間に短縮したとか増減があったとか、そういう話はやっぱり一応されるべきだ

と思うですよ。一遍通ったものは何でもできるということではいけんと思います。

それから、私が個人的に言うと、何だかその予算の増減はモノレールが積載重量がどうこうで

変わったというようなことを個人的には聞いたですけど、そういう話が今出てこなんだけど、関

係ないですか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 先ほど言われましたように、大きな変更があるときには委員会

でそのような説明をしなければならないと考えておる次第でございます。

それから、変更のことにつきましてですが、言われましたようにモノレールが最初は５００キ

ロの積載を考えておりました。ところが、取り壊していくうちにおいて大きな材が使えるではな

かろうかという判断をしておりましたけども、それが腐食が甚だしく現物では使えないというこ

とで、新たに購入しなければならない材ということになりまして、それが１トン弱という材木に
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なりました。それで最初５００キログラムのモノレールを考えておったですけども、それには積

めれないということで、１トンのモノレールに変更した経過はあります。以上です。

○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

ほかに。

２番、藤井議員。

○議員（２番 藤井 克孝君） 済みません、６８ページの社会教育費の中で地域が育てる子ども

総合対策事業、こんなのちょっと具体的な中身を教えていただけませんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 地域が育てる子ども総合対策事業の９９万６，０００円の内訳

ですが、主なものにつきましては土曜学校、それからわくわく宿泊体験塾ということで６泊７日

の通学合宿をやっております。それと夏休みにつきましては集まれ冒険隊ということで、中津を

中心にしましてキャンプを行っています。主な中身は以上でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（２番 藤井 克孝君） はい、いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ７２ページの体育施設管理費の中の一番上、野球場一般管理経費、

この間説明によりますと芝を刈れるトラクターの購入といったような話を聞いたというふうに思

いますけれども、６９６万円という金でございますが、これ今、機械を買われるとどうせその管

理作業をされるのに人を頼まないけんという現状だというふうに思います。それなら業者に一括

して管理を任せた方がみやすくできるし、この６９６万、例えば１年間５０万円要ったって１０

年は委託すりゃできる。これ機械を買うちゅうと保守点検からいろいろ何にも、メンテナンスも

せないけんという状況ですけれども、どういう考えなんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 一般管理経費の６９６万７，０００円につきましては、これ通

常の管理と、それから芝刈り用トラクターというのが左側の節のところにありますけど、３９６

万１，０００円がその芝刈り機の値段でございます。６９６万７，０００円から３９６万１，０

００円を引いたものの主な管理費といいますと、大きいところは照明用の電気代、それと電球と

かそういう消耗品等の金でございます。

この芝刈り用のトラクターにつきましては、球場の中、芝の植えてある面積が約８，２００平
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米あります。８反ちょっとあります。これを年大体８回ぐらいを目安として刈るように計画して

おります。ただ、季節によって５月ごろから始めてですので、天気あるいは気温等によりまして

多いときは月に２．５回ぐらい刈るんですが、これ刈って集めて運ぶという、手ですればそうい

う格好になりますけど機械ですと半日もかからずに刈れるということで、それと一定の長さを保

って球場ですので整備をしたいということで、芝刈り用のトラクターを計画しているものです。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） プロ野球の球場でないですから、１カ月に二遍も三遍もというこ

とはそれは必要ないというふうに思います。それについて反論もあるかもしれませんけども。

今までは、ならこの機械ちゅうのがあって、めげて更新するちゅうことですか。それでも多分

人はシルバー人材センターなりを使われてこの機械を運転されるだというふうに理解するですけ

ど、でしょう。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 遠藤議員の言われるとおりでございますが、昭和５６年に球場

ができたと思っておりますが、そのころからずっと芝刈り機を１台持ってましたけど、物すごい

傷みで部品はもうありませんので、鉄板に穴があいたり、それから刈って吹き上げて集めるわけ

ですけど、その鉄板に穴があいたり吹き上げのところに穴があいたりして、とりあえず応急手当

で通常のある鉄板を張りつけたりして今使用しているわけですけども、修繕の方が追いつかんよ

うになってきましたので新しくするものです。

それと、これを使ってやりますとさっき言いましたように刈って捨てるまでが物すごく、１回

が半日かからんぐらいで終わりますので、人夫賃としましては安く上がっていると思っておりま

す。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） その機械を買って人を使ってするのと、業者に委託してさっき言

われた球場を使用する期間ちゅうのもあるでしょうから、１カ月に一遍程度刈ったとしてもそれ

に６カ月分ぐらいあらええだろうという簡単な計算するだけど、そのときに業者に一括して渡す

いいますかね、頼むのと自分で機械買って管理するのとの比較ちゅうのはされたかな。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） その芝を刈る時期でございますけど、先ほど言いましたように

気温とか雨とかによって生えるあれが違うんですけど、大会等もありますので、それに合わせて

うちの思うようにといいますか、使用に合わせて適正な刈り取りをしたいと思っておりますので、
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業者委託というのも一つの方法だとは思いますが、一番適正な時期に適正な管理をしたいという

ことでシルバー人材センター等で安くてやっていただけておりますので、機械を使っていただい

て刈っていただくように計画しております。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

福田議員。

○議員（４番 福田 茂樹君） ７０ページ、図書館費、昨年に比べて７００万ほど増額になって

おります。調べてみますと、人件費が６００万ふえております。再々利用させていただく中で、

そんなに人が足らないという状況には私は見えないというふうに思っています。このふえた理由

を教えてください。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 人件費が去年と比べてふえているということ。

○議員（４番 福田 茂樹君） ６００万ふえてる。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 当初予算ですよね、比較は。

去年の当初予算でいいますと１人退職者がありましたので、当初予算にはその１人分を計上し

てなかったと思います。それで人事が決まった時点で途中で補正させていただいて、今とはちょ

っと違いますけど大体こういう金額になっておりますので、去年とほとんど変わってないという

ふうに考えております。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（４番 福田 茂樹君） はい、いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

藤井議員。

○議員（２番 藤井 克孝君） 済みません、ちょっと２点ほど伺いたいと思います。

１点目は、６８ページの旧中津分校の管理費、これ少ない金額ですけど、今後この分校をどの

ようにされていくのか、ちょっとお聞きいたしたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 田栗生涯学習課長。

○生涯学習課長（田栗 幸人君） 済みません、手を挙げちゃいましたけど、今後どのようにとい

うことになりますとうちの方じゃなかったかと思いますけど、先ほどありましたように子ども対

策事業の方で夏休みに子供のキャンプ等をこの場所を使っております。その関係でうちの方で予

算をいただいて簡単な草刈りですとか掃除とかやっておりますので、その経費を若干見させてい

ただいて、あとはうちの方で職員の総事で管理しております。
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将来的なもんといいますと、ちょっと済みません、私の方じゃなかったかと思いますけど、今

上げてある予算につきましてはそういうことで生涯学習課でやっています。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） 以前、分校のあったときには教育財産ということでございましたけ

ども、分校が廃止となりましたので普通財産という形になっております。

今現在、先ほど使用しているのがああいったキャンプとかそういったものに活用しとるという

ことですけども、将来的にどうかと言われましてもかなり老朽化しておりますので、本来ならば

取り壊さなければならない物件かとは思います。取り壊すにしても費用等の兼ね合いがございま

すので、それについてもうちょっと検討していきたいというぐあいに思っております。

○議長（牧田 武文君） 藤井議員。

○議員（２番 藤井 克孝君） 今の件ですけどね、以前、大谷分校等もあったんですけどね、あ

すこもやっぱり老朽化して今整地されてますよね。だからあすこの地域の安心安全を考えれば、

やっぱり環境問題を含めてちゃんとされた方がいいんじゃないかと。あすこの前を通ってみても、

周りは草ぼうぼう、中はそんなに使えるもんか使えないもんか。見た目にもやっぱり、町の財政

の一部だったらやっぱりちゃんと整理をされた方がいいんじゃないかと思います。以上です。

○議長（牧田 武文君） 答弁要りますか。

○議員（２番 藤井 克孝君） お願いします。

○議長（牧田 武文君） 石井財務課長。

○財務課長（石井 秀己君） おっしゃられますように、かなり老朽化しております。大谷分校に

つきましては、今年度取り壊すようなことになっておると思いますけども、中津分校につきまし

ては鉄筋コンクリートでございます。外壁もかなり傷んできておりますんで、おっしゃられるよ

うに危ない面がございますので、取り壊しということも検討したいと思います。

これまでに至った経過といいますのは、そこの中に町内の生活文化財といいますか、いろんな

農機具とかそういったものの保管庫というような形で一応いろいろなものが入っておりました。

そういったものも一応一部返品したりしながら、物によっては別のところに移動したりしてあす

こを整理するということになっておりますので、そういったことも済みました段階で考えていき

たいというぐあいに思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（２番 藤井 克孝君） 今の分はもういいです。

次は６９ページ、文化費と文化財調整費と、それからこれ含めてでいいんですのでお願いいた
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します。７１ページの教育費、世界遺産推進費等のこの文面の中で県と国等の補助の部分があっ

たらお聞かせいただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） その文化財調査費の中で、国の補助事業があればというお尋ね

だったと思うですけども、説明欄のところの三徳山遺跡発掘調査事業につきましては国の補助金

のある部分がありますので、それを利用しながらやっておるところがあります。発掘調査と、そ

れから三徳山地内の測量を一部そういったことで国の補助をもらいながら計画したいと考えてお

るところでございます。

○議長（牧田 武文君） 藤井議員。

○議員（２番 藤井 克孝君） ちょっともう一回お聞きしますけど、文化費の中で文化振興事業

費のこの２行の分と文化財調査費、ここで９件かいね、それから次に７１ページの世界遺産登録

推進費、ここの３項目ですね、それで順番をちょっとお願いいたします。文化費の中で国、県か

ら出る部分と文化財調査費、この９項目、それから教育費の部分で７１ページの分で３行の部分

……。

○議長（牧田 武文君） ちょっと済みませんけど、何かわかりにくいですけんもうちょっとはっ

きり。

○議員（２番 藤井 克孝君） まず最初に、文化費の方からちょっと。文化振興事業費を含めて、

この２行の部分ですね、この金額がうたってある分、これに対しては国、県の補助等は。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 文化費、その説明欄で文化振興事業費２１万９，０００円の内

訳につきまして、国の補助事業ではありませんので国費は入っておりません。以上です。

○議員（２番 藤井 克孝君） これ３つまでかいな。ずっとこれ答えてもらえりゃええだけどな、

この文化財調査費、ここの中では。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 文化財調査費の中の事業で国費が入りますのは、先ほど申しま

したが、三徳山遺跡発掘調査等事業費４５０万２，０００円の中に国費は入ってはきます。以上

です。あとはないです。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（２番 藤井 克孝君） 次の部分、７１ページの世界遺産登録推進費、これに対しては。

○議長（牧田 武文君） 米田企画観光課長。
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○企画観光課長（米田 功君） 世界遺産登録推進費でございますが、これにつきましては国県

等の補助金は入っておりません。ただ、推進事業の中で三朝町と県とでそれぞれいろんな、情報

発信とかそういったものについては県は県で予算化をしておられますので、共同してそういった

事業も取り組んでおるというのが実態でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（２番 藤井 克孝君） いいです。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 先ほどの藤井議員さんの関連質問で、６８ページ、旧中津分校管

理費に関係してちょっと質問をさせていただきます。

何年前か、これ町民の方から集めた文化財か何か、農具とかと言われましたけど、そのもんを

保管しとるということで、私が所管のころにもうそろそろ返したりなんかして始末をすると言わ

れて、はやもう２年以上経過しとるという中において、まだ完全に済んどらんという状態ですか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 現在その手続は進めておりまして、一部返しておりますが、一

部まだ現実には残っておるという状況ではあります。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） いつになったらこれが全部完了するわけですか、その返すという

だか、要らん分だか要る分だか知りませんけど、仕分けされて処理されると思うわけですけど。

多分もう返して要らんという分も多分出てくると思いますけん、廃棄処分もせないけんというふ

うに思いますけれども、これ何年もかかる問題ですか。しようと思ったらすぐできへんですか。

もう２年もたっとるわけだけど。

○議長（牧田 武文君） 布廣課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） その手続は今進めてはおりますが、来年度の初めのうちにはそ

れはちゃんと始末したいと思っております。

○議長（牧田 武文君） 遠藤議員。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 確認です、本当ですね、それ。また来年聞いて、まだ残ってます

と言われたらこらえませんで、私は。

○議長（牧田 武文君） 布廣課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） そのようにしたいと考えております。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） するって言えや、したいでなしに。したいちゅうのはいけんわい、
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する。

○議長（牧田 武文君） 布廣課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） やります。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

次に、給与費明細書から最後まで、７６ページから８５ページまで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑なしと認め、進行いたします。

以上で歳出に対する質疑は終結いたします。

しばらく休憩をいたします。再開を午後１時といたします。

午後０時０３分休憩

午後１時００分再開

○議長（牧田 武文君） そういたしますと、午前中に引き続いて再開をいたします。

続いて、歳入についての質疑を行います。

午前中の分で保留している、米田課長の方から答弁がありますので、よろしくお願いいたしま

す。

○企画観光課長（米田 功君） 知久馬議員さんの方から、ふるさと健康むらの利用者数につい

ての御質問がございましたので報告させていただきます。

まず、白狼焼きの体験数ですけれど、年によってまちまちでございますけれど、大体３年間平

均いたしますと年間８００人ほどの利用があるようでございます。

それから、織物工房の方につきましては、２３０名程度というところでございます。

また、物産館の方でございますが、物産館の方については人数はそれぞれ把握してないようで

すけれど、喫茶の売上額からちょっと推計しますと、約１，５００人程度が訪れておられるとい

うようなことのようでございます。

なお、健康むらのそういった施設の案内等につきましては、織物工房も含めて各旅館へのチラ

シ等の配布等も行っているようでございます。引き続いて一体的に取り組むということで、織物

工房も含めて情報発信もしていくように今後とも指導していきたいというふうに思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。
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そういたしますと、続いて歳入についての質疑を行います。

１款町税から２２款町債まで、１０ページから２９ページまで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、第２条、債務負担行為から第５条、歳出予算の流用その他全部について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

以上で議案第４号、平成２２年度三朝町一般会計予算に関する質疑を終結いたします。

議案第５号、平成２２年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） 全体的なことなんですが、一般管理費と事務経費ですね、非常に

ふえております。１，２００万程度恐らく去年よりふえておるわけですけども、事務の職員の増

減があったのか。事務経費が法外にふえているというのはどういうことでふえておるのかという

ことをお願いします。

議長、詳しく言いましょうか。

○議長（牧田 武文君） はい。

○議員（１番 清水 成眞君） 予算説明資料１７２ページの一般管理費、事務経費等が２，７４

０万５，０００円になっておるんですが、この経費ですね、内容と、１，２００万程度増額され

とるわけですが、その内容をお願いします。

○議長（牧田 武文君） 朝倉健康福祉課長。

○健康福祉課長（朝倉 聡君） ちょっと今説明ができませんので、また後で。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

○議員（１番 清水 成眞君） はい。

○議長（牧田 武文君） きょう再々あるけどごめんなさい。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 議案を終結し、進行いたします。

議案第６号、平成２２年度三朝町老人保健特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第７号、平成２２年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第８号、平成２２年度三朝町介護保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第９号、平成２２年度三朝町簡易水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１０号、平成２２年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１１号、平成２２年度三朝町下水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１２号、平成２２年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１３号、平成２２年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１４号、平成２２年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１５号、平成２２年度三朝町財産区特別会計予算について、質疑ありませんか。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１６号、平成２２年度三朝町水道事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１７号、平成２２年度三朝町国民宿舎事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１８号、三朝町財産の交換、譲与、無償貸与等に関する条例の一部改正について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１９号、三朝町国民健康保険税条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２０号、三朝町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につ

いて、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２１号、三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例及び三朝町国民

宿舎事業管理者の給与の特例に関する条例の廃止について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２２号、三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２３号、三朝町職員の給与に関する条例等の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。
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議案第２４号、三朝町職員の育児休業等に関する条例等の一部改正について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２５号、三朝町条例の地番の表記の整理等に関する条例の設定について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２６号、三朝町基金条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２７号、三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２８号、三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２９号、三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３０号、財産の取得について（中津局移動通信用無線設備）について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３１号、財産の取得について（俵原局移動通信用無線設備）について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３２号、定住自立圏形成協定の締結について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３３号、鳥取中部ふるさと広域連合規約を変更する協議についての質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３４号、町道路線の認定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３５号、町道路線の変更について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３６号、平成２１年度三朝町一般会計補正予算（第９号）について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３７号、平成２１年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３８号、平成２１年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第２号）について、質疑あり

ませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３９号、平成２１年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４０号、平成２１年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４１号、平成２１年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、質疑
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ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４２号、平成２１年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４３号、平成２１年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑あ

りませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４４号、平成２１年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４５号、平成２１年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

以上で質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題としております４２件の議案のうち、議案第４号、平成２２

年度三朝町一般会計予算、議案第３６号、平成２１年度三朝町一般会計補正予算（第９号）につ

いては、５人の委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、

審査することにいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議案第４号、平成２２年度三朝町一般

会計予算、議案第３６号、平成２１年度三朝町一般会計補正予算（第９号）については、５人の

委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに

決定いたしました。

お諮りいたします。特別委員の選任は、議長において指名いたしたいと思います。これに御異
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議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決定いた

しました。

指名いたします。

総務教育常任委員会から清水成眞議員、知久馬二三子議員、産業民生常任委員会から福田茂樹

議員、藤井克孝議員、副議長、遠藤勝太郎議員、以上５名の諸君を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました５名の諸君を特別委員に選任することに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、総務教育常任委員会から清水成眞議員、

知久馬二三子議員、産業民生常任委員会から福田茂樹議員、藤井克孝議員、副議長、遠藤勝太郎

議員、以上５名の諸君が特別委員会委員に選任されました。

しばらく休憩をいたします。休憩中に一般会計予算審査特別委員会を開催し、委員長及び副委

員長を互選していただきますようお願いいたします。

午後１時１５分休憩

午後１時１５分再開

○議長（牧田 武文君） 再開いたします。

ただいま一般会計予算審査特別委員会の委員長、副委員長を互選していただきましたので、報

告いたします。

委員長に清水成眞議員、副委員長に知久馬二三子議員が選任されました。

お諮りいたします。ただいまの付託いたしました議案以外の４０件の議案は、お手元にお配り

している議案付託表のとおりそれぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議案第４号及び議案第３６号を除く４

０件の議案は、お手元にお配りしている議案付託表のとおりそれぞれ所管の常任委員会にその審

査を付託いたします。

なお、議案第４号及び議案第３６号につきましても、それぞれ所管の事項の審査を各常任委員
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会でお願いいたします。

⋞ ⋞

○議長（牧田 武文君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。

午後１時１７分散会
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